
簡易工程

各アイテムの使い方
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カラー施術工程

CE塗布 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2g／毛先から全体へ／キューティクル接着

↓

PX添加 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5p～10p／毛髪内部の結合ケア

PF添加 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5p～10p／タンパク質とCMCの補給

↓

カラー塗布・放置・カラーチェック

↓

シャンプー台へ

↓

CM塗布 ～ 乳化・流し・・・・・・・・・・・6～9gをカラー剤の上から塗布／内部流出防止

↓

シャンプー＋HP塗布 ・・・・・・12p／シャンプー泡にHPを塗布して洗う／発色補助・過水除去

↓

流し

↓

CM塗布 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6g／毛先～全体によく馴染ませ／疎水コーティング

BF塗布 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12p／溜め湯の中にBFをイン／アルカリ除去

チェンジリンス・流し

↓

タオルドライ

↓

CE塗布 ～ ドライ・・・・・・・・・・・・・・・2g／毛先に洗い流さないトリートメントとして使用

↓

アイロン・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・熱によってガラス化し、修復と保護の効果が向上します。



ブリーチ施術工程
CE塗布 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2g／毛先から全体へ／キューティクル接着

PF塗布 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5p～10ｐ／タンパク質とCMCの補給（フォーマー使用）

↓

PX添加 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5p～10p／毛髪内部の結合ケア

↓

ブリーチ塗布・放置・チェック

↓ ※ シャンプー台へ

CM乳化・流し・・・・・・・・・・・6～9gをブリーチ剤の上から塗布し乳化／内部流出防止

↓

シャンプー

➤ 【オンカラーの場合※】

↓

HPリンス ・・・・・・・・・・・・・・12p／手首目安のため湯にHPをイン／発色補助・過水除去

チェンジリンス・流し（シャンプーの流しをHPリンス～チェンジリンス・流しにしてください。）

↓

CM塗布 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6g／毛先～全体によく馴染ませ／疎水コーティング

BFリンス ・・・・・・・・・・・・・・12p／手首目安のため湯にBFをイン／アルカリ除去

チェンジリンス・流し（CMの流しをBFリンス～チェンジリンス・流しにしてください。）

↓

タオルドライ

↓

CE塗布 ～ ドライ・・・・・・・・・・・・・・・2g／毛先に洗い流さないトリートメントとして使用

↓

アイロン・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・熱によってガラス化し、修復と保護の効果が向上します。

シャンプーを流し・タオルドライ後
CE・PFを髪に塗布～PFを添加しカラー施術
カラーチェック後、CM乳化 ➤ HPリンスの手順へ

※

《添加目安》 1剤＋２剤の５％(合計100gの場合5g)

薬剤量g(1剤+2剤) 50 60 70 80 90 100 110 120 130 140 150 160 170 180 190 200
添加量g(5%) 2.5 3 3.5 4 4.5 5 5.5 6 6.5 7 7.5 8 8.5 9 9.5 10

《添加目安》



2液・HP・BFが全て溶け込んだお湯で完
全酸化へ近づけます。残留還元剤の不活
化、残留加水除去、白髪・抜け毛の予防。

パーマ施術工程

CE塗布 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2g／毛先から全体へ／キューティクル接着

↓

PF塗布 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12p／タンパク質とCMCの補給

↓

ワインディング

↓

1液塗布＋PX添加 ・・・・・・・・・・・・5p～10p／毛髪内部の結合ケア

↓

放置・テストカール

↓

中間水洗・タオルドライ

↓

2液塗布・放置

↓

シャンプー台へ ～ ロッドアウト

↓

お湯を溜めてHPを12pイン・チェンジリンス

お湯にBFを12p追加してチェンジリンス

↓

流し

↓

CM塗布・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・良く馴染ませてチェンジリンス・流し・タオルドライ

↓

CE塗布 ～ ドライ・・・・・・・・・・・・・2g／毛先に洗い流さないトリートメントとして使用



2液・HP・BFが全て溶け込んだお湯で完
全酸化へ近づけます。残留還元剤の不活
化、残留加水除去、白髪・抜け毛の予防。

ストレート施術工程

CE塗布 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2g／毛先から全体へ／キューティクル接着

↓

PF塗布 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12p／タンパク質とCMCの補給

↓

1液塗布＋PX添加 ・・・・・・・・・・・・5p～10p／毛髪内部の結合ケア

↓

放置・軟化チェック

↓

中間水洗・タオルドライ

↓

PX塗布・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・全体に塗布／熱保護

ＣＥ塗布・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・毛先に塗布／熱保護

↓

ドライ・アイロン

↓

2液塗布・放置／シャンプー台へ

↓

お湯を溜めてHPを12pイン・チェンジリンス

お湯にBFを12p追加してチェンジリンス

↓

流し

↓

CM塗布・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・良く馴染ませてチェンジリンス・流し・タオルドライ

↓

CE塗布 ～ ドライ ・・・・・・・・・・・・・・・2g／毛先に洗い流さないトリートメントとして使用



トリートメント施術工程

PF塗布 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8～10p／タンパク質とCMCの補給（フォーマー使用）

↓

CE塗布 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6～9g／毛先・キューティクルのスムージング

PX塗布 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2p～／PXの泡でCEを揉み込み（フォーマー使用）

↓

CE塗布 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6～12g塗布／なめらかさUP

↓

HPリンス ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8p／ため湯にインしてチェンジリンス／定着

BFリンス ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8p／ため湯に追加インしてチェンジリンス／引き締め

流し

↓

タオルドライ

↓

CE塗布 ～ ドライ・・・・・・・・・・・・・・・2g／毛先に洗い流さないトリートメントとして使用

↓

アイロン・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・熱によってガラス化し、修復と保護の効果が向上します。


